








各種糸球体腎炎において,Ⅰ型コラーゲンの糸球体内局在をモノクロナール抗体を用いて

観察し,Ⅲ型コラーゲンの局在と比較した。Ⅰ型コラーゲンは,細胞・線維性,あるいは線

維性半月体と,硝子化糸球体内にしばしば認められ,その染色性は間質よりも強い陽性を示

した。また,Ⅲ型コラーゲンと共に存在していた。Ⅰ型コラーゲンは,メサンギウム領域に

も認められ,それはとくに,IgA 腎炎のメサンギウム基質の増加している例で明らかであっ

た。しかし,Ⅲ型コラーゲンに比較すると,頻度は低く,また,少量であった。

Ⅰ型コラーゲンは,Ⅲ型コラーゲンとともに糸球体の fibro-sclerotic な過程に関与して

いると考えられる。


